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こんにちは、隣保館です

１１月９日から１０日に大分県隣保館連絡協議会先進地研修が行われ、奈良県の

水平社博物館と大阪府堺市立人権ふれあいセンターを視察しました。豊後大野市

隣保館からも１名の職員が参加しました。

部落差別問題に関わるなかで、１度は行ってみたいと思う水平社博物館に、水平

社設立１００年の節目に行けたことは感慨深く、解放運動の原点を学習しました。

堺市立人権ふれあいセンターでは、都市部における部落差別の歴史を学習し、

豊後大野市とは異なる地域の歴史を知ることができたそうです。

遠方で電車の乗換えが多く大変でしたが、実りある研修になりました。

隣保館だよりは豊後大野市ホームページ（https://www.bungo-ohno.jp）でもご覧になれます。

ホームの分野別 → 教育・文化・スポーツ・人権・男女共同参画 → 人権 → 隣保館だより

の順にクリックしてください。

メンズキッチンを開催しました

１０月２６日、大野公民館調理室において、メンズキッチン

（男性向け料理教室）を開催しました。

豊後大野市大野支部食生活改善推進協議会に講師を依頼し、

「鶏肉の南蛮炒め」、「ピーマンと人参のツナ和え」、「豆腐入り

ホットケーキ」の３品を作りました。

簡単・ヘルシー・おいしいの3拍子そろった料理です。

また、調理の後は、洗い片付けも参加者全員で行いました。

参加者から、「いろいろな教室があるが男性参加者が少ない。

こういった機会があれば参加したい。」という声がありました

ので、来年度以降も継続して開催したいと思います。

レシピ（ピーマンと人参のツナ和え）

材料（２人分）：ピーマン60㌘ 人参25㌘ ツナ缶35㌘ めんつゆ9㌘ ごま油１㌘

①ピーマンと人参を千切りにし、ツナの油をきる。

②耐熱容器に人参を入れ、ラップをして600Wで1分加熱。ピーマンを加えさらに1分加熱する。

③ピーマン、人参の水を切り、ツナを入れ、めんつゆとごま油を加えて和える。

こんにちは、隣保館です

https://www.bungo-ohno.jp
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の行事予定

新型コロナウイルス感染症の発生状況により、行事等が中止となる場合があります。

７日（水）出前隣保館（辻：9時30分～）

１０日（土）人権を守る市民のつどい

（13時～エイトピアおおの）

１３日（火）料理教室（９時３０分～）

１４日（水）出前隣保館（南：9時30分～）

絵手紙教室（18時３０分～）

１９日（月）手編み教室（13時３０分～）

２１日（水）まちなかサロン（9時30分～）

実用書道教室（1８時30分～）

市教育研究大会で発表しました

１０月２８日、第４１回豊後大野市人権・部落差別解消教育研究大会三重大会が

開催されました。テーマは「互いに認め合い、ひとりひとりが尊重されるまちづく

りをめざして」です。学校教育部会では、1 園が公開保育を、４校が公開授業を

行いました。

また、社会教育・啓発部会は、エイトピアおおので取り組みの発表が行われ、隣

保館は「『人も自然もシアワセなまち』をめざす隣保館

１２月４日から１０日は人権週間です

1948（昭和 23）年 12 月 10 日、国際連合第３回総会において、「すべての

人民とすべての国とが達成すべき共通の基準」として、「世界人権宣言」が採択され

ました。この日を人権デーとし、翌１９４９（昭和２４）年から、１２月１０日を

最終日とする１週間を「人権週間」と定めました。人権意識を高め、人権への理解

を深めるため、全国各地で様々な啓発活動が行われます。

豊後大野市では、「人権を守る市民のつどい」を開催します。標語・ポスターの表

彰、人権講演会を行います。

日時 ２０２２（令和４）年１２月１０日（土）

午後１時３０分から（午後１時開場）

場所 エイトピアおおの 大ホール

講師 劇団一人ぼっち

演題 一人芝居 LETTER（幸せの手紙）

主催 豊後大野市、豊後大野市人権・部落差別問題啓発推進協議会

※参加費無料ですが、事前申込みが必要です。託児（無料）もあります。

ハンセン病、いじ

め、障がい者、部落

差別等の人権問題

を題材とした一人

芝居を通して、命の

大切さ、人を愛する

ことの大切さを演

じています

活動について」と題して、出前隣保館やふれあい教室な

どの隣保館事業、人権講座など啓発について発表しまし

た。今後も、多くの方に隣保館事業を知っていただき、

人権課題が解決されるよう取り組んでまいります。


